
今夏も猛暑の予報

熱中症対策で命と健康を守りましょう
� ●問い合わせ先　健康ほけん課　健康づくり班　☎０９６－２４８－１２７５

がん治療を受けている皆さんへ

アピアランスケア推進事業の申請を受け付けています
� ●問い合わせ先　健康ほけん課　健康づくり班　☎０９６－２４８－１２７５

あなたの経験・知識をお待ちしています

人材(財)バンクに
登録しませんか
●問い合わせ先　企画課　企画広報班　☎０９６－２４８－１８１３

熱中症とは　高温多湿な環境に身体が適応できないことで生じる症状の総称で、最悪の場合は死に至る疾患です。アピアランスケアとは、がん治療に伴う脱毛や手術痕
などの外見の変化に対し、安心して自分らしく生活を送
ることができるようにサポートするものです。
本市では、がん治療による外見の変化を補完するウィッ

グなどの購入費用の一部を助成し、治療と社会生活の両
立を支援します。申請に必要な書類など、詳しくは市の
ホームページをご確認ください。

▶対象者
がんと診断され、現在治療中または過去に治療
を受けたことがある市民（他要件があります）

▶助成額
購入費用の2分の1の額（上限額2万円）

・めまい
・立ちくらみ
・生あくび
・大量の発汗
・筋肉痛
・筋肉のこむら返り

エアコンが効いている室内や
風通しのよい日陰など
涼しい場所へ避難

エアコンなどで
温度をこまめに調節

天気のよい日は日陰の
利用、こまめな休憩

遮光カーテン・すだれの
利用、打ち水の実施

吸湿性・速乾性のある
通気性のよい衣服を着用

外出時には日傘の使用、
帽子の着用

市のクーリングシェルター
を開放しています
危険な暑さから身を守り、
休憩をとっていただける
施設を開放しています。

保冷剤、氷、冷たいタオル
などで、からだを冷やす

衣服をゆるめ、
からだを冷やす

（首の周り、脇の下、足の付け根など）

経口補水液を補給※

※�経口補水液を一時に大量に飲むと、
ナトリウムの過剰摂取になる可能性も
あります。腎臓、心臓などの疾患の
治療中で、医師に水分の摂取につい
て指示されている場合は、指示に従っ
てください

・頭痛
・嘔吐
・倦怠感
・判断力低下
・集中力低下
・虚脱感

症状が
すすむと

熱中症の症状

熱中症が疑われる人を見かけたら

熱中症にならないために

自力で水が飲めない、応答がおかしい時は、ためらわず救急車を呼びましょう

市ホームページに　
熱中症関連記事を掲載して
います

区分 助成の対象となる用具

ウィッグなど ウィッグ、装着用ネット、毛付き帽子など

乳房補整など 補整パッド、補整下着、専用入浴着、人工乳房（エピテーゼ）など

※助成の回数は、区分ごとに対象者１人につき１回
※用具を購入した日の翌日から１年以内に申請
※付属品およびケア用品（クリーナー、ブラシ、シャンプーなど）などの費用は対象外

夏休みに入ります。水難、山岳事故に気をつけましょ
う。海や川ではライフジャケットの着用やこどもから
目を離さないこと、酒を飲んだ状態で登山や水遊びを
しない、無理のない計画を立てるなどのルールを守り、
楽しい夏の思い出を作りましょう。

犯罪発生
状 況
（令和８年４月集計）

区　分 ４月中 前年比

北合志署管内 47 －14

うち合志市 10 －11

主な発生犯罪 万引き、占有離脱物横領など

交通事故
状 況
（令和８年４月集計）

区　分
北合志署管内 うち合志市
４月中 前年比 ４月中 前年比

発生件数 30 －3 13 0

死者数 0 0 0 0

負傷者数 40 0 14 －3

� ※暫定値

市では、市自治基本条例に基づく“参画と協働によ
るまちづくり”を目指し『合志市人材（財）バンク制度』
を設けています。
同制度は、市の発展に貢献したいと思っている人を

発掘・登録し、各種委員会・審議会などの委員募集時
に紹介する制度です。
▶登録できる人
・�自らの経験と知識を生かして市の発展に貢献したい
と思っている人

・市の各種委員会・審議会などに参加できる人
・年齢・性別は問いません
▶登録方法
・�ホームページまたは企画課にある
登録申込書に記入して、メール・
ファクス・郵送または窓口で提出
してください。（通年募集）

▶提出先
〒861-1195　（住所不要）　合志市役所　企画課
N096-248-1196　{kikaku@city.koshi.lg.jp

▲市ホームページ

▲市ホームページ

▲市ホームページ

●問い合わせ先　熊本北合志警察署　☎096−341−0110

警察署だより

経口補水液

▲市ホームページ
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